
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～残された文献から足跡を辿る～ 

２０２３年 

６月２０日（火）～７月１０日（月） 

●開催場所：道の駅石狩「あいろーど厚田」 ２階展示室内 

●開館時間：9:30～18:00 

※閲覧無料 

 
時は幕末。迫る諸外国の脅威を前に、幕府より北方警備を命じられた庄内

藩は、広大な拝領地を治めるための拠点としてハママシケに元陣屋を構え

た。藩士たちは警衛・耕地・漁業政策に尽力し、着実に成果を上げていた

が、戦争の機運が高まり一斉に郷里へ引き揚げてしまう。 

残された僅かな文献・収集品をもとに藩士たちがどのようにハママシケ 

を目指したのか。どのように生活していたのかを知ることができます。 

 

7 月 1 日（土） 

午前の部 11:00～、午後の部 13:00～ 

 

文献・収集品を、荘内藩陣屋研究会

の佐藤睦会長が解説しながら、当時

の足跡を辿ります。 

（入場無料：整理券を発行します） 

共催：荘内藩陣屋研究会、北石狩観光まちづくり協議会、石狩市教育委員会 

お問合せ先：石狩市教育委員会浜益生涯学習課    電話：0133-79-2114  

 


